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　関係機関各位
備中県民局農林水産事業部
備北広域農業普及指導センター
低温と大雪に伴う農作物等の被害防止について

　気象庁の発表（１月30日）によると、中国地方の気温は、２月初旬から冬型の気圧配置が強まり寒気の影響を受けやすいため低く、２月５日頃からはかなり低くなる見込みであり、大雪に対する警戒が必要とされ、水道管の凍結やビニールハウス等の施設、農作物等への影響が懸念されるところです。
このため、今後、最新の気象情報に御留意いただき、令和６年12月３日付け、季節情報No.３を参考に各地域で適切な技術対策をお願いします。

なお、安全確保を最優先に二次災害の防止を徹底してください。
低温と大雪に関する早期天候情報（中国地方）
（2025年01月30日14時30分　広島地方気象台発表）
	中国地方　２月５日頃から　かなりの低温
かなりの低温の基準：５日間平均気温平年差　－２．３℃以下
山陰　２月５日頃から　大雪
大雪の基準：５日間降雪量平年比　２４８％以上


農作物の冬季管理と低温・降雪対策について（季節情報No.３）
https://www.pref.okayama.jp/uploaded/attachment/381024.pdf
